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明
治
四
年
の
十
三
大
藩
海
外
視
察
団

明
治
三
年

（
一
人
七
●
）
十

一
月
、
全
国

十
三
大
藩
に
対
し
、
欧
米
祝
察
の
た
め
の
人

員
二
名
宛
を
選
定
す
る
よ
う
に
と
の
大
政
官

通
達
が
発
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
廃
藩
置
県

の
断
行
を
政
治
的
日
程
に
の
せ
た
明
治
政
府

が
、
地
方
行
政
担
当
者
と
し
て
の
諸
藩
中
堅

鑢
嶽

お
奪
囃
警
韓
嬌
警
奪
〓有
妻
蓋
・一ヽ電

一
ボ
ぜ
澪
ゞ
輩
羞
子
　
．

´
毎
〓ザ
・お
乞
ｆ

夕
繭
ｔみ
る
寿
瞳
争
■
謝
■

‘驚

爵
で

鳥

ヶ
，総

之

漿

醸

奪

趣

Ｊ

幹
部
を
海
外
祝
察
に
よ

っ
て
啓
蒙
し
、
開
明

化
さ
せ
、
中
央
集
権
国
家
体
制

へ
の
移
行
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ

っ
た
。

視
察
国
の
顔
ぶ
れ
は
左
の
如
く
決
定
し
た
。

え
瞑
雪

金
沢
藩
　
岡
田
雄
次
郎

同
　
　
十
‐‐
井
　
立
吉

同
　
　
北
川
　
由
己

静
岡
藩
　
相
原
安
次
郎

同
　
　
江
原
　
素
六

名
占
犀
藩
　
丹
羽
　
維
孝

同
　
　
丹
羽
　
昭
陽

山
口
藩
　
野
村
　
正
素

同
　
　
藤
井
　
清
典

佐
賀
藩
　
馬
渡
作
次
郎

同
　
　
山
中

　

一
郎

鳥
取
藩
　
池
田
　
徳
潤

同
　
　
原
　
　
エハ
郎

岡
山
藩
　
未
］
川
　
忠
武

同
　
　
津
田
　
弘
道

徳
島
藩
　
山
本
　
正
己

同
　
　
星
合
　
常
恕

高
知
藩
　
片
岡
　
健
古

同
　
　
伴
　
　
権
太

一彦
根
藩
　
大
束
　
義
徹

静
岡
藩
の
代
表
に
は
、
少
参
事

・
軍
事
掛

と
し
て
沼
津
兵
学
校
の
管
理
職
に
あ

っ
た
江

原
素
六
と
部
政
掛
筆
頭

・
権
少
参
事
な
ど
を

つ
と
め
て
い
た
相
原
安
次
郎
の
二
人
が
任
命

さ
れ
た
。
他
藩
の
代
表
者
も
、
ほ
と
ん
ど
が

権
大
参
事

・
少
参
事

・
権
少
参
事
ク
ラ
ス
の

人
物
で
あ
る
。
正
式
視
察
員
二
十
名
の
ほ
か
、

各
藩
独
自
の
藩
費
留
学
生
も
数
名
加
わ
り
、

総
員
三
十
八
名
に
な

っ
た
。

一
行
は
、
明
治
四
年
五
月
に

「
ア
メ
リ
カ

号
」
で
出
航
し
た
と
い
う
が
、
江
原
の
伝
記

で
は
、
四
月
に

「
シ
テ
ィ
ー

・
オ
ブ

・
ペ
キ

ン
号
」
で
出
航
し
た
と
な

っ
て
い
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
視
察
し
、　
一
行
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ヘ
向

っ
た

が
、
江
原
は
ア
メ
リ
カ
視
察
に
専
念
し
た
。

江
原
は
同
年
十
二
月
に
帰
国
し
た
が
、
既

に
静
岡
藩
も
沼
津
兵
学
校
も
な
く
な

っ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
海
外
で
の
見
聞
が
、
そ

の
後
の
沼
津
で
の
教
育

・
産
業
面

へ
の
貢
献

と
な

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
相
原

は
静
岡
県
警
部
長
な
ど
を
つ
と
め
た
。

こ
の
視
察
団
の
特
徴
は
、
岩
合
使
節
団
と

比
較
し
て
、
佐
賀
の
乱
の
山
中
や
自
由
民
権

の
片
岡

・
江
原

。
大
東
な
ど
、
在
野
的

・
反

官
的
な
人
材
を
輩
出
し
た
点
に
あ
る
と
い
う
。

Ａ
参
考
∨
大
塚
孝
明

「
明
治
四
年
海
外
視
察

団
の
性
格
」
『武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
１０

海外渡航規則

諄
承
擦
質

湯
外
え
纂
薇

腕
「
奪
感
ふ
メ

卑

ふ
ゞ
八

倉〓ゞ
珈腎報構ピ

減
冷
麒
警
犠
ふ
，そ
た

た
簿
ａ
●
嗜
Ｉ
Ｉ
ヽ

相原安次郎 (29歳 ) 江原素六(29歳 )
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沼
津
兵
学
校
の
人
材
や
そ
の
周
辺
の

人
物
に
は
、
幕
末
や
明
治
維
新
期
に
お

い
て
、
幕
府
や
明
治
政
府
の
遣
外
使
節

に
加
わ

っ
た
り
、
留
学
生
と
な

っ
た
者

が
少
な
く
な
い
。
彼
ら
の
海
外
体
験
は

日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

こ
こ
で
は
、
近
代
日
本
の
海
外
交
渉

史
に
お
け
る
、
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人

材
の

一
側
面
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

◎
咸
臨
丸
渡
米

（万
延
元
年
）

条
約
批
准
の
た
め
の
選
米
使
節
の
随

行
艦
と
し
て
、
大
平
洋
を
横
断
し
た
し

艦
長
勝
海
舟
以
下
、
乗
組
員
は
長
崎
海

軍
伝
習
所
で
学
ん
だ
一林
府
海
軍
の
エ
リ

ー
ト
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
後
に
沼
汁

兵
学
校

一
等
教
授
方
に
な

っ
た
伴
鉄
太

郎
と
赤
松
則
良

（大
三
郎
）
が
い
た
。

い
ず
れ
も
測
量
方
兼
運
用
方
を

つ
と
め

て
い
る
。
ま
た
、
機
関
長
次
席
を
つ
と

め
た
山
本
金
次
郎
の
息
子
山
本
安
次
郎

は
、
紺
新
後
沼
津
兵
学
校
掛
川
支
寮
に

学
び
、
海
軍
中
将

・
海
軍
機
関
総
監
に

な

っ
た
人
物
で
あ
る
。

○
第

一
次
遣
欧
使
節

⌒
文
久
元
年
）

開
市
開
港
延
期
の
交
渉
の
た
め
派
遣

さ
れ
、
仏

・
英

・
蘭

・
普

・
露
の
諸
国

を
歴
訪
し
た
。
全
権
竹
内
下
野
守
以
下

一
行
三
卜
八
名
。
そ
の
中
に
は
後
に
沼

津
兵
学
校
二
等
教
授
方
に
な

っ
た
永
持

明
徳

（
五
郎
次
）
が
い
た
。
彼
は
、
養

父
永
持
亨
次
郎
の
実
兄
、
つ
ま
り
伯
父

に
あ
た
る
外
日
本
行
支
配
組
頭
柴
田
貞

太
郎

（剛
中
、
日
向
守
）
の
家
来
と
い

う
名
目
で
随
行
し
て
い
た
。
永
持
は
、

沼
津
兵
学
校
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
担
当
、

後
に
陸
軍
砲
兵
中
佐
と
な

っ
た
。
な
お

柴
田
貞
太
郎
は
、
慶
応
元
年

（
一
八
六

五
）
に
も
、
横
須
賀
製
鉄
所
建
設
の
理

事
官
と
し
て
波
欧
し
、
フ
ラ
ン
ス

・
イ

ギ
リ
ス
を
ま
わ

っ
て
い
る
．

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
◇

幕
末
維
新
の
遣
外
使
節

・
留
学
生
と

沼
津
兵
学
校
の
人
脈

◎
オ
ラ
ン
グ
留
学
生

（文
久
二
年
）

幕
府
が
、
海
軍
強
化
の
た
め
オ
ラ
ン

グ
に
発
注
し
た
軍
艦
製
造
の
監
督
も
兼

ね
た
海
軍
留
学
生
お
よ
び
洋
学

・
医
学

留
学
生
、
合
わ
せ
て
十
五
名
．

海
軍
士
官
は
、
内
田
正
雄

・
榎
本
武

揚

・
沢
太
郎
左
衛
門

・
赤
松
則
良

・
円

口
俊
平
の
五
人
．
留
学
生
取
締
の
内
田

正
雄

（恒
次
郎
）
は
、
沼
津
兵
学
校
三

等
教
授
方
万
年
千
秋
の
実
弟
に
あ
た
り

維
新
後
は
大
学
中
博
■
な
ど
に
な
り
、

著
書

『
興
地
誌
略
』
は
明
治
初
期
教
科

書

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
。
赤
松

則
良
は
、
成
臨
丸
に
続
き
二
回
日
の
海

外
派
遣
。
オ
ラ
ン
グ
で
は
語
学

・
数
学

の
ほ
か
造
船
技
術
を
実
地
に
勉
強
し
、

帰
国
後
沼
津
兵
学
校
教
授
を
つ
と
め
た

後
明
治
政
府
に
出
仕
、
日
本
海
軍
の
技

術
面
で
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献
し
、
海

軍
中
将

。
男
爵
に
な

っ
た
。

洋
学
修
業
の
留
学
生
は
、
津
田
真
道

と
西
周
の
二
人
．
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
フ

ィ
セ
リ
ン
グ
に
法
学

・
政
治
学

・
経
済

学
な
ど
を
学
ん
だ
。
帰
国
後
は
、
津
田

が
静
岡
学
問
所
、
西
が
沼
津
兵

学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
留
学
の
成
果

を
発
揮
し
た
ほ
か
、
明
治
政
府

出
仕
後
も
、
教
育

・
政
治

・
軍

事
な
ど
の
制
度
づ
く
り
に
参
画

し
た
り
、
明
六
社
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
文
明
開
化
を
思
想
的
に

リ
ー
ド
し
た
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
ろ
う
。

医
学
生
は
、
林
紀

（
研
海
）

と
伊
東
玄
伯
の
二
人
．
林
は
、

沼
津
病
院
重
立
取
扱
を

つ
と
め

た
林
洞
海
の
息
子
．
帰
国
後
、

静
岡
藩
の
静
岡
病
院
長
を
つ
と

め
、
後
に
陸
軍
軍
医
総
監
と
な

っ
た
．

永持明徳 (17歳 )

オランダ留学生ほか
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（

で
あ
り
、
沼
津
兵
学
校
第
六
期
資
業
生

田
口
卯
吉

の
け
の
従
兄
に
あ
た
る
．

０
ロ
シ
ア
留
学
生

一慶
応
元
年
一

山
内
作
左
衛
門

・
市
川
文
古

・
田
中

次
郎

・
緒
方
城
次
郎

。
大
築
彦
五
郎

・

小
沢
消
次
郎
の
六
名
の
ネ
臣
千
弟
が
派

遣
さ
れ
、
首
都
ベ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
で
修

業
し
た
。
沼
津
兵
学
校
の
直
接
関
係
竹

は
い
な
い
が
、
大
染
」彦
五
郎

一尚
正
一

は
、
兵
学
校

一
等
教
授
方
に
な

っ
た
大

築
尚
志

一
の
ち
陸
軍
中
将
一
の
弟
で
あ

る
．
当
時
は
開
成
所
独
乙
学
稽
占
人
世

話
心
得
だ
っ
た
が
、
帰
国
後
は
開
成
学

校
や
北
海
道
開
拓
使
に
本
職
し
た
．

一
●
●
¨
・

岡
学
問
所
の
教
授
に
な

っ
た
中
村
正
直
・

外
山
正

一
。
杉
徳
次
郎

・
岩
佐
源
二
ら

が
い
た
。
杉
は
沼
津
兵
学
校
三
Ｉ
教
授

方
杉
亨
二
の
甥
．
ま
た
、
沼
津
病
院
の

林
洞
海

の
養
子
で
、
後
に
外
相
に
な

っ

た
林
童
も
留
学
生
の

一
人
だ
っ
た
。

耕 丼 貨 勁 壁 製 鵜 維 ぁ 征 義 沼 ‖ ζ 横 ♀
後 田 :11 番 郎 市」 l ノJ と 11己 方 |lt(l_ シ iり 1 二
ll 本|1 佐 糸ll 太 il与  ~ 乙 は 糸|| |[ 兵 i也  ス f,( 次
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学
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JJl｀ 人 取

Vネ
イiて の 人 随 辺 係 以 あ た _

と rt物 と は 月itヽ 弟 物 行 大 名 ド た め 丈
な 之 で な

｀~る
乙 だ し ― で 三 ´

'に 久
つ 助 あ り 組 の ・ ′‖ か て が は |た 派 三
た ~ る  ｀ 新 ,ど、 ま l「  ｀ い クト 

｀ li ・ 1上 11
人 は  こ ド生 後  J′ た _  1 る |‖  ‐名 ―̂  さ ~
物

｀
|い 11'イ{河 ｀

11等 ・
本 等

い
行 れ

そ ハ 日Fイ た 国 か 夕十 日
rイ

グ)◎
の り Fk ・

 4ヽ こ 国 rヽ 参 ′ヽ フ
II:に

l′ I lf可 行 れ 本 が 列
'ラに 留 身 山 支 に 行 将 の で ン

イ麦 学 も ・ 山し 勝也 向 1に た 開 ス
に イli含 l11組 行 山 名 め llll留

'イ

{と め

'」 "1し
イロ ヽ 

｀
さ 学

|ltし て
'っ

田 た 人 と 将 れ 生
兵 て  ｀ 夕1 辺  ・ 11: し 11i る _
学 と 万 1」 太 今 _て 慶 万 慶
枝 ど 1専 ノJ一  |口 | 夕:力民 ド千 1‖ ちは
三  ま  参 以 が  も  |ヽ1 造  の  「〕 三i

鶴一 ン 方|1外 参 ま
~さ

ダ」 ∵[11
教 た 後 は 加|た 以 れ 徳 会

~

1受 が も  ｀ し タト ト た 川 ′ヽ

○
ト イ
μЧ ギ
名 リ
の ス
メ″  `"

|`重 ギ

[忌 璃
簿1=
静   ブ

方
に
な

っ
た
山
内
勝
明

（文
次
郎
）
が

い
た
．
彼
は
当
時
大
砲
差
図
役
勤
方
で

あ
り
、
幕
府
陸
軍
関
係
の
留
学
生
十
二

名
の

一
人
で
あ

っ
た
．

こ
の
十
三
名
の

ほ
か
、
さ
ら
に
七
名
が
追
加
派
遣
さ
れ

る
予
定
だ
っ
た
が
、
事
情
に
よ
り
中
止

さ
れ
た
．
留
学
の
機
会
を
逸
し
た
七
名

の
中
に
は
、
後
に
沼
津
兵
学
校
二
等
教

授
方
に
な

っ
た
神
保
長
致

（寅
二
郎
）

が
い
た
し
な
お
向
山
黄
村
は
後
に
静
岡

学
問
所
頭
と
な
り
、
そ
の
弟
佐
久
間
信

英
と
養
子
向
山
慎
吉
は
沼
津
兵
学
校
の

資
業
上
と
な

っ
て
い
る
＾

Ｏ
岩
倉
使
節
団

（
明
治
四
年
一

条
約
改
正
の
予
備
交
渉
と
欧
米
先
進

諸
国
の
文
物
制
度
の
祝
察
を
兼
ね
、
明

治
政
府
が
派
遣
．
特
命
令
権
大
使
岩
倉

具
視
以
ド
、
本
戸

・
大
久
保

・
伊
藤
と

い
っ
た
薩
ｋ
維
新
官
僚
の
中
に
混
づ
て

田
辺
太

一
と
阿
部
潜
の
二
人
の
旧
沼
津

兵
学
校
関
係
者
の
名
前
が
随
行
員
中
に

あ
る
　
田
辺
は
外
務
少
水
、
幕
末
以
来

田辺大― (32歳 )乙骨 亘 (17歳 )

大築彦五郎 (6歳 )

徳川昭武―行

-3-

阿吉5 潜



1986 4 .25 明 治 史 料 館 五 信

の
外
交
経
験
を
買
わ
れ
て
の
抜
擢
で
あ

っ
た
。
阿
部
は
、
江
原
素
六
と
と
も
に

沼
津
兵
学
校
設
立
の
最
大
の
功
労
者
だ

が
、
理
十
官

・
戸
籍
頭
円
中
光
顕
の
随

行
と
い
う
名
日
だ
っ
た
．
沼
津
兵
学
校

時
代
に
鹿
児
島
に
赴
き
、
薩
摩
藩
の
教

育
改
■
に
力
を
貸
し
た
と
き
、
西
郷
隆

麻
に
知
遇
を
得
た
の
が
コ
ネ
に
な

っ
て

い
た
ら
し
い
こ
前
沐
一の
林
童
も
二
等
書

記
官
と
し
て
同
行
し
て
い
る
．

○
最
初
の
女
子
留
学
生

（
明
治
四
年
一

岩
倉
使
節
と
同
行
し
て
、
古
益
亮
ｒ
・

Ｌ
川
悌
ｒ

・
山
川
捨
松

・
永
井
繁
■

・

津
田
梅
子
の
五
人
の
少
女
が
ア
メ
リ
カ

ヘ
留
学
し
た
．
津
田
梅
子
や
山
川

一大

山
一
捨
松
に
つ
い
て
は
周
知
で
あ
ろ
う
。

永
井

（瓜
生
一
繁
子
は
、
沼
津
病
院
二

等
医
師
並
永
井
玄
栄
の
養
女
、
兵
学
校

第
圧
期
資
業
生
永
井
久
太
郎
の
妹
で
あ

る
。
実
父
は
幕
臣
益
田
鷹
之
助
、
実
兄

は
三
井
物
産
初
代
社
長
益
田
孝
で
あ
る
。

海
軍
大
将
瓜
生
外
古
と
結
婚
し
た
。
ま

た
、
■
田
悌
子
は
、
医
師
桂
川
南
純

（

沼
津
病
院
医
師
桂
川
甫
策
や
軍
事
掛
藤

沢
次
謙
の

一
族
一
に
嫁
し
た
し
悌
子
の

姉
孝
■
は
、
前
述
の
乙
骨
太
郎
乙
の
弟

百
．
（上
川
細
二
）
と
結
婚
し
、
英
文
学

者
上
田
敏
を
生
ん
だ
．

◎
刊
行
図
書
の
ご
案
内

●

『江
原
素
六
旧
蔵
明
治
大
正
名
士
書

簡
集
』

江
原
素
六
が
明
治

・
大
正
期
を
通
じ

て
交
流
し
た
沼
津
兵
学
校
関
係
者
、
政

治
家
、
宗
教
家
、
実
業
家
な
ど
当
時
の

名
十
達
か
ら
の
手
紙
類
四
十
点
を
書
簡

集
と
し
て
同
行
し
、
独
布
し
て
い
ま
す

Ａ
４
判
　
一牟

天

―
ジ

独
価
し
●
●
円

一送
料
三
Ｉ
●
円
一

●

「沼
津
市
博
物
館
紀
要
１０
』

こ
れ
ま
で
姉
妹
館
で
あ
る
沼
津
市
歴

史
民
俗
資
料
館
が
発
行
し
て
い
た

『沼

津
市
い
史
民
俗
資
料
館
紀
要
』
を
改
名

し
、
「沼
津
市
博
物
館
紀
要
」
と
し
て
明

治
史
料
館
と
共
同
で
、
両
館
の
研
究
調

査
活
動
の
成
果
を
公
表
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

た
だ

し
、
号
数
は
従
来

の
も

の
を
継
承
し
て

い
き
ま

す
．

Ｂ
５
判

一
六
八

ぺ
―

ジ

領
価
二
、
０
０
０
円

（
送
料

二
五
●
円

）

開
館
以
来
収
集
に
努
め
て
き
た
、
「
沼

津
兵
学
校
」
に
関
係
し
た
人
物
た
ち
の

関
係
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

●
関
連
事
業

劇
映
画

「沼
津
兵
学
校
」
上
映
会

８
月
３
日
　
１４
時
～

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
第

一
練
習
室

●
歴
史
講
座

「沼
津
兵
学
校
の
人
材
」

Ｈ
時

一
８
月
１０
日
～
９
月
７
日
各
日
曜

‐４
時
～
“
時
　
連
続
５
回

会
場

¨
明
治
史
料
館
講
座
室

日
程

¨
表
の
と
お
り

申
込

一
館
ま
で
電
話
に
て

◎
特
別
開
館
日
、
休
館
日
に
つ
い
て

●
５
月
１９
日
は
無
料
開
放
日

今
年
５
月
１９
日
は
月
曜
休
館
日
で
す

が
、
こ
の
日
は
江
原
素
六
の
命
Ｈ
に
あ

片
桐
芳
雄

（愛
知
教
育
大
学
助
教
授
）

金
原
宏
行

（浜
松
市
美
術
館
学
芸
員
）

24

(‖ )

つ り||

い 11

て 冬

1主

に

面上

高淋
大
学
教
授

和
田
　
守

（静
岡
大
学
教
授
）

た
り
駿
河
台
東
地

（館
北
方
）
で
墓
前

祭
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
通
常
ど
お
り

開
館
し
ま
す
。
ま
た
、
例
年
当
館
で
は

こ
の
日
を
記
念
し
て
観
覧
料
を
無
料
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ど

う
ぞ
お
出
か
け
下
さ
い
。

●
展
示
替
え
の
た
め
の
特
別
休
館
日

企
画
展
展
示
替
え
の
た
め
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、　
つ
ぎ
の
期

間
休
館

い
た
し
ま
す
。

７
月
２５
日
０
～
７
月
３‐
日
囚

冨

予

旦

獅
碑
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

雪
０
五
五
九
０
三
二
二
五

８

・
３‐
国

一

渡
部
　
温
に

つ
い
て

内
容
（仮
称
）
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